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研究成果の概要（和文）：高齢者の「人生の目的の感覚」は認知機能の維持と関連し、認知症予防の観点からも
注目される。本研究では、作業ストーリーテリング／メイキングを活用した予防的介入「Color Narrative」を
開発した。まず混合研究法によるパイロットスタディを実施し、認知機能と健康関連QOLの向上が示唆された。
続いて、地域在住高齢者44名を対象にランダム化比較試験を実施した。介入群は、認知機能の維持および人生の
目的の感覚における有意な向上を示した。これらの成果は、作業に基づく物語的アプローチが高齢者の認知機能
とWell-beingに資することを示し、予防的作業療法の新たな展開に寄与するものである。

研究成果の概要（英文）：The sense of purpose in life among older adults is associated with the 
maintenance of cognitive function and has drawn growing attention in the context of dementia 
prevention. This study developed a preventive occupational therapy program called “Color
Narrative,” which incorporates occupational storytelling and story-making. A pilot study using a 
mixed-methods approach was first conducted, suggesting improvements in cognitive function and 
health-related quality of life. Subsequently, a randomized controlled trial was conducted with 44 
community-dwelling older adults using the refined version of the program. The intervention group 
showed significant improvements in the maintenance of cognitive function and in sense of purpose in 
life. These findings indicate that a narrative-based occupational approach may contribute to 
promoting cognitive health and well-being among older adults, highlighting its potential for 
advancing preventive occupational therapy.

研究分野：作業療法学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、作業に基づく物語的アプローチを予防的介入に応用し、高齢者の認知機能とWell-beingに与える影響
を実証的に示した点に学術的意義がある。従来の予防的ケアでは捉えきれなかった「人生の目的の感覚」への介
入可能性を明らかにし、物語的手法の有効性を理論・実践の両面から裏付けた。また、豪雪地域におけるパイロ
ット研究を通じて、地域特性に応じた柔軟な支援の必要性も示された。社会的には、地域在住高齢者のQOLの向
上や、認知症予防の一助となる支援モデルを提示したことに加え、介護予防施策における作業療法の貢献を具体
化した点で意義がある。今後は、多様な地域や集団への展開と制度化に向けた検討が求められる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本では急速に高齢化が進行し、地域で生活する高齢者が直面する課題は多様化・複雑化して
いる。なかでも、認知症の予防や生活の質（Quality of Life: QOL）の維持・向上は、健康寿命
の延伸と社会保障費の抑制の両面から重要な政策課題となっている。従来の介護予防プログラ
ムでは、身体機能や認知機能の低下を防ぐための運動やトレーニング、体力測定といった機能面
のアプローチが主流であったが、個人の価値観や意味のある活動、社会的つながりといった主観
的側面へのアプローチは限られていた。 
 こうした背景を踏まえ、本研究では「作業」に焦点を当て、作業ストーリーテリング／ストー
リーメイキングという物語的アプローチを応用することで、生活の意味づけや自己理解の深化、
ひいては人生の目的感の向上を目指した新たな予防的介入プログラムを開発する必要性を見出
した。本アプローチは、専門職が一方的に支援を提供するのではなく、参加者自身が自らの過去
を振り返り、未来の生活を構想するという主体的な営みに重点を置いており、作業療法の原点と
も言える「人が自らの作業を通して生きる意味を見出す」ことに基づいている。 
 さらに、地域資源を活用しながらプログラムを展開することによって、社会的孤立やフレイル
の予防、認知症の発症リスク低減に資することが期待される。本研究では、こうした理念を基盤
に、地域在住高齢者の語りと作業の再構築を通して、地域社会における健康生成プロセスを促進
するためのエビデンスの創出を目指した。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、作業ストーリーテリング／ストーリーメイキングの概念に基づく予防的作
業療法プログラム「Color Narrative」を開発し、それを地域在住高齢者に適用することで、認
知機能、生活機能、健康関連 QOL、well-being への影響を検証し、アプローチモデルとしての妥
当性と実践可能性を明らかにすることであった。 
 本プログラムは、参加者の過去の作業経験や生活史に着目した語り（ストーリーテリング）と、
それを基にこれから行いたい作業を再構築するプロセス（ストーリーメイキング）から構成され
ている。これにより、個々の価値観に根ざした作業を再発見・実践する支援を行い、人生の目的
感や役割意識を高めることを通じて、高齢者の認知的・心理的健康の保持・増進を図ることを目
指した。 
 
３．研究の方法 
 本研究はアクションリサーチの枠組みに基づき、以下の２段階で実施した。 
 
（１）第 1段階：パイロットスタディによる基礎検証 
 北海道の豪雪地域において、地域高齢者サロンの協力のもと、22 名を対象に Color Narrative
プログラムを試行した。プログラムは、（a）共通の理解地平の形成、（b）色カードを用いたグル
ープワークによる作業ストーリーテリング、（c）前段階で特定した価値ある作業を個別に遂行す
る作業ストーリーメイキング、（d）グループでの振り返りの 4要素から構成された。混合研究法
を用いて、介入前後の認知機能（MMSE-J 等）、生活機能、健康関連 QOL 量的評価と、フォーカス
グループインタビューによる質的評価を行った。 
 
（２）第 2段階：改良版プログラムによるランダム化比較試験（RCT） 
 パイロットスタディで得られた知見を踏まえてプログラムを改良し、地域在住高齢者 44 名を
対象に RCT を実施した。介入群には Color Narrative を、対照群には健康講話とレクリエーショ
ンから構成される従来型プログラムを提供した。主要アウトカムには認知機能（MMSE-J）、ワー
キングメモリー（Digit スパン、Tapping スパン）、実行機能（WCST）、人生の目的感（Life 
Engagement Test）を、副次アウトカムには生活機能（Frenchay Activities Index、Frail Scale）
および健康関連 QOL（SF-12）を設定した。介入前後の比較分析に加え、群間差も検討した。 
 
４．研究成果 
 第 1 段階のパイロットスタディでは、冬季の活動量の制限にもかかわらず、認知機能および健
康関連 QOL の向上が確認され、作業的交渉を通じた生活への適応が質的に把握された。参加者
は、作業をめぐる自己理解や価値の再認識を行い、自らの生活を能動的に再構築していた。 
 第 2 段階の RCT では、Color Narrative を受けた介入群において、MMSE-J スコアの維持およ
び人生の目的感（LET）の有意な向上が認められた。対照群では認知機能の低下が見られた一方
で、介入群では維持されており、認知的側面に対する介入効果が示唆された。また、LET の結果
は、作業を媒介とした物語的アプローチが高齢者の内的動機づけや自己効力感の向上に寄与す



る可能性を示している。 
 以上の結果から、Color Narrative は、高齢者の well-being と認知的健康の両面に働きかけ
る予防的介入として有効であることが示された。本プログラムは、地域資源を活かした参加型・
協働型の実践として、今後の地域包括ケアや介護予防施策における新たなモデルとなり得る。 
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